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実証として SOI 基板を加工して設計構造を作製し、1300 K 程度の高温で可視 -近赤外域
で狭帯域発光する熱輻射光源の実証に成功した。原理検証のために作製した光源は Si
ロッド構造の足場が SiO2 であり、SiO2 由来の不要な赤外輻射を抑制するために厚みを
1 m 以下にする必要があった。熱光発電の実用のためには光源を大面積に作製するこ
とが求められるので機械強度の高い光源開発を行った。そのために SiO2 よりも不要な






光発電システムを構築した結果、光源温度が 1338 K の時に入力エネルギーに対する電
力変換効率が 11.2%となり、世界最高効率の 6.8%を 1.65 倍上回る結果を得ることに成
功した。構築した熱光発電システムにはシステム構成に由来するエネルギー損失 (伝導
伝熱、端面輻射等 )が含まれており、スケールアップによってこれらの損失を取り除く



































熱輻射が小さな MgO 基板上に Si ロッド型フォトニック結晶構造を作製し、熱光発電















ルアップした際の効率が最終的に 30.4%まで向上することが述べられている。  
第６章では、本論文において得られた成果が要約されるとともに、今後の展望につ
いて述べられている。 
（続紙 ２ ） 
 
氏 名 末 光 真 大 
（論文審査の結果の要旨） 













トニック結晶構造が厚み 1 m の SiO2 薄膜上に形成された構造を作製し、1300 K に
















令和元年 8 月 21 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者
が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
